
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

コロナ禍で生まれた新たな活動 

校長 松瀨  歩 

 今年の冬の寒さは厳しいのか学校の梅の咲き始めが遅いように感じます。日頃より本校の教育活動並びに

感染症予防にご理解・ご協力いただきましてありがとうございます。 

 学校内のネット環境が整いつつあり、学校でもようやく ZOOMや TEAMSな

どのビデオ会議用ソフトを活用した会議や研修が頻繁に行われるようなり

ました。また、ZOOM をつかって長期欠席児童とコミュニケーションをとる

ことにも少しずつ取り組んでいるところです。 

  子どもたちの学習の中にも、コロナ禍ならではの活動が生まれていま

す。例年ですと、この時期に 4月に入学してくる新1年生と現1年生との交

流活動を通して入学への不安をやわらげ期待を大きくする活動を行ってき

ました。ところが、このコロナ禍で昨年度、今年度とその取組ができなくな

ってしまいました。そこで、4月に最上級生になる現5年生が総合的な学習

の時間で学校紹介ビデオを制作し、幼稚園や保育園に送って、小学校の様子

を知ってもらう計画を立てました。そして、ビデオレターの制作に取り掛か

ったのですが、ここはさすがの美小の子どもたち、一方的に発信するのでは

く、新入生や保護者の方が知りたいことや不安に思っていることなど相手の

ニーズに応えることの大切さに気付き、アンケートの配布を幼稚園にお願い

しました。そして先日、担任が幼稚園にアンケートを取りに行くと予想以上

にたくさんの回答をいただき子どもたちは大変驚いていたようです。中には

アンケートの余白や付箋紙に 5 年生への励ましや感謝の言葉が添えてある

のもありました。添えられた付箋紙には、次のような言葉がかかれていまし

た。 

 

このメッセージを読んだ5年生は何を思ったでしょう。 

「自分たちの活動が新1年生だけではなく、大人にも喜ばれているなんて意外でうれしい。」 

「自分たちでもいろいろな人の力になれるんだ。期待に応えるためにもっと頑張ろう。」 

「4月、新入生と会うのが楽しみになった。」 

なんて思ったに違いありません。5年生の活動がいろいろな人の喜びとなり、その喜びが5年生の喜びとなり

力となっています。他にも、美小の子どもたちや美小を訪れた人たちが気持ちよく過ごせるように試行錯誤を

重ねながら花壇や池の整備に本気になって取り組んでいます。 

  アフターコロナの世の中になっても、この活動が進化しながら受け継がれていくことを望みます。 

横浜市立美しが丘小学校     令和３年１月２９日 

 

 
横浜市情報教育ネットワーク（YYネット）上に本校のホームページがあります。 学校長 松瀨  歩 

 

 

 
 

青葉区美しが丘２丁目２９ 
電話（９０１）３４０８ URL：http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/utsukushigaoka/ 

↑子どもたちがつくったアンケート 

～美しが丘小学校5年生の皆様へ～   

なんて素敵な「プロジェクト」を考えてくださったのでしょう！！と感動のあまりこうして手紙を書か

ずにはいられませんでした。ありがとうございます。今、世の中は大変なこともありますが、こうして新

しいことを考え生み出した皆さんはきっと大人になられてもクリエイティブで素敵な人になることでし

ょう！！応援しています。                    

～年長さんの保護者の一人より～ 

 


